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運用報告書（全体版） 
第１期（決算日 2023年７月20日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型）/（安定成長型）/（成長型）」は、2023年７月20日に第１期
の決算を行いましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
各ファンドにおける特にESG/SDGsを重視した運用を行うマザーファンドへの投資比率はマンスリーレ
ポートに記載しています。下記URLをご覧ください。 
https://www.resona-am.co.jp/fund/120028/mokuromi.html 
https://www.resona-am.co.jp/fund/120029/mokuromi.html 
https://www.resona-am.co.jp/fund/120030/mokuromi.html 
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
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品 名：01_90150_120028_120029_120030_001_05_ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型）（安定成長型）（成長型）_974707.docx 
日 時：2023/8/29 13:47:00 

ページ：1 

 
 

 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 
愛称：Ｒ２４６ ＥＳＧ（安定型） 

 

 
第１期（決算日 2023年７月20日） 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2022年11月１日から無期限です。 

運 用 方 針 ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 
主として、以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式なら
びに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性を重視
した運用を行います。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にESG/SDGsを重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド ・国内のＳＤＧｓ債および国債 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・ユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・国内の金融商品取引所上場株式のうち、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に
採用されている株式 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・金融商品取引所上場または店頭登録されている日本を除く先進国の株式のうち、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ 
ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている株式 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信託証券 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2022年11月１日 10,000 － － － － － － 1 

１期(2023年７月20日) 10,337 0 3.4 22.7 1.2 68.0 8.2 215 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年11月１日 10,000 － － － － － 

11月末 10,018 0.2 21.5 1.8 66.1 8.2 

12月末 9,771 △2.3 21.0 2.5 64.8 8.2 

2023年１月末 9,917 △0.8 22.4 1.3 63.7 8.3 

２月末 9,914 △0.9 22.2 1.5 67.5 8.2 

３月末 9,963 △0.4 23.6 0.8 66.3 8.5 

４月末 10,035 0.4 23.0 0.8 68.2 8.3 

５月末 10,147 1.5 23.2 0.6 67.6 8.3 

６月末 10,320 3.2 23.2 0.9 68.0 8.4 

(期  末)       

2023年７月20日 10,337 3.4 22.7 1.2 68.0 8.2 
 

（注） 騰落率は設定日比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

○運用経過 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主に国内経済の正常化進展への期待や円安進行、主要国中央銀行（日本除く）の利上げが最終局面入りする

ことが意識され、内外株式を中心に上昇したことが基準価額の主な上昇要因となりました。 

 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内の長期金利は、設定時と比較して上昇（債券価格は下落）しました。設定当初は、日銀による金融緩和

策継続を受けて10年国債利回りは0.25％近辺で横ばいの推移となりました。2022年12月には、日銀が長期金利

の変動許容幅を0.5％へ拡大し、10年国債利回りは0.5％近辺まで上昇しました。2023年３月には、米国の一部

の中堅銀行破綻などを契機に国内の長期金利が大きく変動する場面もみられましたが、植田日銀総裁の就任

後も日銀が金融緩和を粘り強く継続する姿勢を改めて示したことなどから、10年国債利回りは0.5％を下回っ

て推移しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、設定時と比較して上昇（債券価格は下落）しました。主要国中央銀行（日本除く）が

インフレ抑制姿勢を強め、急速なペースで利上げを進めたことから金利水準は上昇しました。2023年３月以

降、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに、米欧を中心に金融システム不安が強まり、先進国の長期

金利が低下する場面もみられましたが、その後は主要国中央銀行（日本除く）による利上げ終了時期を巡る不

透明感から、金利は上下する展開となりました。 

 

国内株式市況 

国内の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。期前半は、中国でのゼロコロナ政策の大規模な緩和や、

国内経済の正常化進展への期待、円安進行などが支援材料となり緩やかに上昇しました。2023年３月には、米

欧を中心とする金融システム不安に対する警戒感から相場が不安定化する場面もみられました。期後半は、企

業の資本効率改善への期待感や日銀による緩和的な金融政策を下支えに国内株式市場は上昇しました。東証

株価指数（ＴＯＰＩＸ）や日経平均株価（日経２２５）は1990年以来の高値まで上昇する場面もみられました。 

  

投資環境 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による大幅

利上げや物価高によるコスト増加懸念などから、企業業績の先行き不透明感が強まり、株式市場は不安定化す

る場面もみられました。2023年３月には、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに米欧を中心に金融シ

ステム不安が強まり、株式市場は下落する場面がみられました。その後、金融システム不安が小康状態入りし、

主要国中央銀行（日本除く）による利上げ最終局面入りが意識されたことなどから買い安心感が広がり、先進

国の株式市場は上昇しました。 

 

新興国債券市況 

新興国の金利は、設定時と比較して低下（債券価格は上昇）しました。東南アジアや中南米諸国などを中心

にインフレ率の上昇鈍化を受けて、利上げ打ち止めの動きがみられたことなどから、新興国地域の金利は徐々

に水準を切り下げました。中国では、不動産市場の悪化懸念が依然として残るなか、景気下支えなどを目的と

して緩和的な金融政策が維持されました。一方、南アフリカでは、インフレ率の高止まりへの警戒感から中央

銀行の利上げ姿勢は維持されました。 

 

新興国株式市況 

新興国の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。中国では、期前半はゼロコロナ政策の緩和を支援材

料に上昇しましたが、期後半は若年層の失業率が過去最高となるなど、中国景気の停滞感を背景に上値の重い

展開となりました。台湾や韓国では、半導体関連銘柄の占める割合が多いことから、期末にかけてＡＩ（人工

知能）をテーマに大幅上昇した一方、サウジアラビアなど産油国は原油市場が軟調な動きとなったことを受け

て、下落しました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、設定時と比較して下落しました。設定当初は、日銀による金融緩和策継続や経済正常

化への進展が国内のリート市場を下支えしました。2022年12月には、日銀が長期金利の変動許容幅を0.25％か

ら0.5％へ拡大したことで、国内の資金調達環境の引き締めが意識され、国内のリート市場は急落しました。

その後、米欧を中心とする金融システム不安や日銀による金融緩和策の修正など先行き不透明感が強く残り、

国内のリート市場は上値の重い展開となりました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、設定時と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による金

融引き締めによる資金調達環境の悪化が意識されたものの、利上げペースの減速への期待などが手掛かりと

なり上昇する場面もみられました。2023年３月には、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに、米欧を

中心に金融システム不安が強まり、先進国のリート市場は下落する場面がみられました。期末にかけて、金融

システム不安が小康状態入りしたことなどを受けて、先進国のリート市場は上昇しました。 

 

為替市況 

設定当初と比較して、円は米ドルに対して円高となり、ユーロに対しては円安となりました。 

米ドルに対して、急速な円安進行に対する為替介入などを受け、円安米ドル高が反転する流れで始まりまし

た。その後は、内外金利差縮小に連れて、一時１米ドル＝127円台まで円高が進行する場面もみられましたが、

日銀が緩和的な金融政策を維持したことなどから１米ドル＝140円台まで円安米ドル高が進みました。 

ユーロに対して、ＥＣＢ（欧州中央銀行）は継続して利上げを進めるなか、一時１ユーロ＝158円台まで円
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安ユーロ高が進行しました。 

新興国通貨は、ブラジルやメキシコなどの中南米諸国では金融政策の引き締めが維持されたことから円・米

ドルの双方に対して通貨高が進行しました。一方、トルコでは、金融政策の先行きに強い不透明感が残ること

から、円・米ドルの双方に対して通貨安が大幅に進行しました。 

 

 

各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内

および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性を重視し

た運用を行いました。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にＥＳＧ／ＳＤＧｓを重視した運

用を行いました。 

当期末における、特にＥＳＧ／ＳＤＧｓを重視した運用を行うマザーファンド受益証券への投資比率は

89.7％です。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2023年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。 

 

市場環境への対応において、設定当初の資産配分は国内債券、国内株式および先進国リートの魅力度を引上

げ、先進国債券（為替ヘッジあり）、先進国株式および国内リートの魅力度を引下げとしていました。期中に

おいて、金融市場の方向性や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変更を実施しました。

期末時点の資産配分は国内債券、国内株式および国内リートの魅力度を引上げ、先進国債券（為替ヘッジあ

り）、先進国株式および先進国リートの魅力度を引下げています。魅力度を変更した後の資産配分比率は、ファ

ンド全体の下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

残存期間が10年程度までの国内のＳＤＧｓ債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅広く分散さ

せる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、発行体およびセクターの分散、残存期間等を勘案しながら円建のＳＤＧｓ債

および国債を組入れました。ラダー型ポートフォリオの構築を目指すことで金利変動に対するリスク分散を

図り、安定した収益の確保および信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債について

は、ＩＣＭＡ（国際資本市場協会）による原則や各種ガイドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に

向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が

発行する債券（財投機関債等）の中から、発行体の信用力や流動性、銘柄分散などの観点でバランスを勘案し

つつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までの米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債

券の残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年

から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、米国債

にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイドラ

インなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体が

ＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンド

の残高状況とのバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占め

ています。投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までのユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債

券の残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年

から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、欧州国

債にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイド

ラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体

がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファン

ドの残高状況とのバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占

めています。投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポー

トフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 
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ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

2022年11月１日～ 
2023年７月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 350  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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○今後の運用方針 

引き続き、信託財産の中長期的な安定性を重視した成長を目指して運用を行います。各マザーファンド受益

証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（無担保コールＯ／Ｎ物レー

ト（確報））＋２％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全

体の下方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用

期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2024年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

引き続き、残存期間が10年程度までの国内のＳＤＧｓ債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅

広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら国内の円建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、ラ

ダー型ポートフォリオの構築を進めることで金利変動に対するリスク分散を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則や各種

ガイドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事

業全体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（財投機関債等）の中から、市場環境と当

ファンドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までの米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、

投資する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、米国債

にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイド

ラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体

がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファン

ドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、為

替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までのユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、

投資する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、欧州国

債にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイ

ドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全

体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファ
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ンドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、

為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に採用されている

国内の株式に投資し、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きに連動する

投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用

されている日本を除く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為

替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 47  0.474  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (22)  (0.221)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (22)  (0.221)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.032)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.004   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.002)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.005   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.004)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 4   0.035   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 3)  (0.030)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 52   0.518    

期中の平均基準価額は、10,010円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は0.71％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

○売買及び取引の状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内リートマザーファンド 8,594 12,089 4,459 6,192 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 2,595 4,104 116 192 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 10,422 14,458 5,915 8,239 
ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 23,046 31,342 11,258 14,886 
ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 31,686 50,502 15,260 25,944 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 3,406 3,950 86 102 
ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 66,720 59,452 3,916 3,523 
ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 48,247 42,500 5,545 4,886 
ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 57,303 57,120 4,401 4,374 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

ＲＭ国内株式ＥＳＧ
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 8,320,177千円 426,959千円 2,151,471千円 2,917,039千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 20,680,677千円 394,702千円 2,618,496千円 5,175,842千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.40   1.08   0.82   0.56   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

 

＜ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 3 3 15 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

設定時残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2023年７月20日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

ＲＭ国内リートマザーファンド 4,135 6,013 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 2,479 4,290 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 4,507 6,842 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 11,787 17,606 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 16,425 30,519 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 3,320 4,301 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 62,803 55,242 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 42,702 37,253 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 52,901 52,970 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 



品 名：01_90150_120028_120029_120030_001_05_ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型）（安定成長型）（成長型）_974707.docx 

日 時：2023/8/29 13:47:00 

ページ：15 

 

－ 15 － 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

○投資信託財産の構成 (2023年７月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内リートマザーファンド 6,013 2.8 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 4,290 2.0 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 6,842 3.2 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 17,606 8.1 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 30,519 14.1 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 4,301 2.0 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 55,242 25.6 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 37,253 17.2 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 52,970 24.5 

コール・ローン等、その他 1,118 0.5 

投資信託財産総額 216,154 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（26,995,273千円）の投資信託財産総額（27,029,152千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（59,811,973千円）の投資信託財産総額（59,867,533千円）

に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（6,686,391千円）の投資信託財産総額（6,719,223千円）

に対する比率は99.5％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,351,966千円）の投資信託財産総額（10,386,461千円）に

対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（2,312,123千円）の投資信託財

産総額（2,342,600千円）に対する比率は98.7％です。 

（注） ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（1,691,975千円）の投資信託財

産総額（1,724,960千円）に対する比率は98.1％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=139.70円、1カナダドル=106.22

円、1メキシコペソ=8.3605円、1ブラジルレアル=29.1308円、1チリペソ=0.172862円、1コロンビアペソ=0.035093円、1ユーロ=156.73円、

1英ポンド=180.87円、1スイスフラン=162.92円、1スウェーデンクローナ=13.63円、1ノルウェークローネ=13.94円、1デンマーククロー

ネ=21.03円、1トルコリラ=5.1992円、1チェココルナ=6.5532円、1ハンガリーフォリント=0.414489円、1ポーランドズロチ=35.2021円、1

オーストラリアドル=94.81円、1ニュージーランドドル=87.58円、1香港ドル=17.89円、1シンガポールドル=105.51円、1マレーシアリン

ギット=30.6417円、1タイバーツ=4.12円、1フィリピンペソ=2.5619円、1インドネシアルピア=0.0094円、1韓国ウォン=0.1105円、1新台

湾ドル=4.4914円、1オフショア人民元=19.3456円、1インドルピー=1.71円、1イスラエルシュケル=38.9425円、1クウェートディナール

=456.54円、1サウジアラビアリアル=37.35円、1カタールリアル=38.39円、1南アフリカランド=7.82円、1アラブディルハム=37.99円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年７月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 216,154,322   

 コール・ローン等 1,114,797   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 6,013,301   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 4,290,583   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 6,842,140   

 ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 17,606,488   

 ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 30,519,901   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 4,301,167   

 ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 55,242,339   

 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 37,253,233   

 ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド(評価額) 52,970,373   

(B) 負債 277,420   

 未払信託報酬 274,662   

 未払利息 3   

 その他未払費用 2,755   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 215,876,902   

 元本 208,838,275   

 次期繰越損益金 7,038,627   

(D) 受益権総口数 208,838,275口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,337円 
 

（注） 当ファンドの設定時元本額は1,000,000円、期中追加設定元本

額は213,790,048円、期中一部解約元本額は5,951,773円です。

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.0337円です。 
 

○損益の状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      322   

 支払利息 △      322   

(B) 有価証券売買損益 7,721,564   

 売買益 9,035,230   

 売買損 △1,313,666   

(C) 信託報酬等 △  597,679   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 7,123,563   

(E) 追加信託差損益金 △   84,936   

 (配当等相当額) (△      510)  

 (売買損益相当額) (△   84,426)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 7,038,627   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 7,038,627   

 追加信託差損益金 △   84,936   

 (配当等相当額) (    198,509)  

 (売買損益相当額) (△  283,445)  

 分配準備積立金 7,123,563   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（1,381,969円）、

費用控除後の有価証券等損益額（5,741,594円）、および信託約

款に規定する収益調整金（198,509円）より分配対象収益は

7,322,072円（１万口当たり350円）ですが、当期に分配した金

額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 
愛称：Ｒ２４６ ＥＳＧ（安定成長型） 

 

 
第１期（決算日 2023年７月20日） 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2022年11月１日から無期限です。 

運 用 方 針 ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

主として、以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式なら
びに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性と成長
性のバランスを重視した運用を行います。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にESG/SDGsを重視し
た運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド ・国内のＳＤＧｓ債および国債 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・ユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・国内の金融商品取引所上場株式のうち、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に
採用されている株式 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・金融商品取引所上場または店頭登録されている日本を除く先進国の株式のうち、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ 
ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている株式 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信託証券 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2022年11月１日 10,000 － － － － － － 6 

１期(2023年７月20日) 10,694 0 6.9 45.1 2.3 39.5 12.8 1,475 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年11月１日 10,000 － － － － － 

11月末 9,978 △0.2 42.1 3.5 39.7 13.1 

12月末 9,615 △3.9 41.0 4.7 39.0 13.1 

2023年１月末 9,847 △1.5 43.1 2.6 38.4 13.2 

２月末 9,921 △0.8 43.2 3.0 40.3 13.1 

３月末 9,912 △0.9 46.4 1.6 38.3 13.0 

４月末 10,045 0.5 46.0 1.6 39.4 12.9 

５月末 10,287 2.9 46.0 1.3 39.3 13.0 

６月末 10,680 6.8 46.0 1.8 39.2 12.9 

(期  末)       

2023年７月20日 10,694 6.9 45.1 2.3 39.5 12.8 
 

（注） 騰落率は設定日比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○運用経過 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主に国内経済の正常化進展への期待や円安進行、主要国中央銀行（日本除く）の利上げが最終局面入りする

ことが意識され、内外株式を中心に上昇したことが基準価額の主な上昇要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内の長期金利は、設定時と比較して上昇（債券価格は下落）しました。設定当初は、日銀による金融緩和

策継続を受けて10年国債利回りは0.25％近辺で横ばいの推移となりました。2022年12月には、日銀が長期金利

の変動許容幅を0.5％へ拡大し、10年国債利回りは0.5％近辺まで上昇しました。2023年３月には、米国の一部

の中堅銀行破綻などを契機に国内の長期金利が大きく変動する場面もみられましたが、植田日銀総裁の就任

後も日銀が金融緩和を粘り強く継続する姿勢を改めて示したことなどから、10年国債利回りは0.5％を下回っ

て推移しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、設定時と比較して上昇（債券価格は下落）しました。主要国中央銀行（日本除く）が

インフレ抑制姿勢を強め、急速なペースで利上げを進めたことから金利水準は上昇しました。2023年３月以

降、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに、米欧を中心に金融システム不安が強まり、先進国の長期

金利が低下する場面もみられましたが、その後は主要国中央銀行（日本除く）による利上げ終了時期を巡る不

透明感から、金利は上下する展開となりました。 

 

国内株式市況 

国内の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。期前半は、中国でのゼロコロナ政策の大規模な緩和や、

国内経済の正常化進展への期待、円安進行などが支援材料となり緩やかに上昇しました。2023年３月には、米

欧を中心とする金融システム不安に対する警戒感から相場が不安定化する場面もみられました。期後半は、企

業の資本効率改善への期待感や日銀による緩和的な金融政策を下支えに国内株式市場は上昇しました。東証

株価指数（ＴＯＰＩＸ）や日経平均株価（日経２２５）は1990年以来の高値まで上昇する場面もみられました。 

  

投資環境 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による大幅

利上げや物価高によるコスト増加懸念などから、企業業績の先行き不透明感が強まり、株式市場は不安定化す

る場面もみられました。2023年３月には、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに米欧を中心に金融シ

ステム不安が強まり、株式市場は下落する場面がみられました。その後、金融システム不安が小康状態入りし、

主要国中央銀行（日本除く）による利上げ最終局面入りが意識されたことなどから買い安心感が広がり、先進

国の株式市場は上昇しました。 

 

新興国債券市況 

新興国の金利は、設定時と比較して低下（債券価格は上昇）しました。東南アジアや中南米諸国などを中心

にインフレ率の上昇鈍化を受けて、利上げ打ち止めの動きがみられたことなどから、新興国地域の金利は徐々

に水準を切り下げました。中国では、不動産市場の悪化懸念が依然として残るなか、景気下支えなどを目的と

して緩和的な金融政策が維持されました。一方、南アフリカでは、インフレ率の高止まりへの警戒感から中央

銀行の利上げ姿勢は維持されました。 

 

新興国株式市況 

新興国の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。中国では、期前半はゼロコロナ政策の緩和を支援材

料に上昇しましたが、期後半は若年層の失業率が過去最高となるなど、中国景気の停滞感を背景に上値の重い

展開となりました。台湾や韓国では、半導体関連銘柄の占める割合が多いことから、期末にかけてＡＩ（人工

知能）をテーマに大幅上昇した一方、サウジアラビアなど産油国は原油市場が軟調な動きとなったことを受け

て、下落しました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、設定時と比較して下落しました。設定当初は、日銀による金融緩和策継続や経済正常

化への進展が国内のリート市場を下支えしました。2022年12月には、日銀が長期金利の変動許容幅を0.25％か

ら0.5％へ拡大したことで、国内の資金調達環境の引き締めが意識され、国内のリート市場は急落しました。

その後、米欧を中心とする金融システム不安や日銀による金融緩和策の修正など先行き不透明感が強く残り、

国内のリート市場は上値の重い展開となりました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、設定時と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による金

融引き締めによる資金調達環境の悪化が意識されたものの、利上げペースの減速への期待などが手掛かりと

なり上昇する場面もみられました。2023年３月には、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに、米欧を

中心に金融システム不安が強まり、先進国のリート市場は下落する場面がみられました。期末にかけて、金融

システム不安が小康状態入りしたことなどを受けて、先進国のリート市場は上昇しました。 

 

為替市況 

設定当初と比較して、円は米ドルに対して円高となり、ユーロに対しては円安となりました。 

米ドルに対して、急速な円安進行に対する為替介入などを受け、円安米ドル高が反転する流れで始まりまし

た。その後は、内外金利差縮小に連れて、一時１米ドル＝127円台まで円高が進行する場面もみられましたが、

日銀が緩和的な金融政策を維持したことなどから１米ドル＝140円台まで円安米ドル高が進みました。 

ユーロに対して、ＥＣＢ（欧州中央銀行）は継続して利上げを進めるなか、一時１ユーロ＝158円台まで円
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

安ユーロ高が進行しました。 

新興国通貨は、ブラジルやメキシコなどの中南米諸国では金融政策の引き締めが維持されたことから円・米

ドルの双方に対して通貨高が進行しました。一方、トルコでは、金融政策の先行きに強い不透明感が残ること

から、円・米ドルの双方に対して通貨安が大幅に進行しました。 

 

 

各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内

および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性と成長性

のバランスを重視した運用を行いました。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にＥＳＧ／

ＳＤＧｓを重視した運用を行いました。 

当期末における、特にＥＳＧ／ＳＤＧｓを重視した運用を行うマザーファンド受益証券への投資比率は

81.8％です。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2023年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。 

 

市場環境への対応において、設定当初の資産配分は国内債券、国内株式および先進国リートの魅力度を引上

げ、先進国債券（為替ヘッジあり）、先進国株式および国内リートの魅力度を引下げとしていました。期中に

おいて、金融市場の方向性や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変更を実施しました。

期末時点の資産配分は国内債券、国内株式および国内リートの魅力度を引上げ、先進国債券（為替ヘッジあ

り）、先進国株式および先進国リートの魅力度を引下げています。魅力度を変更した後の資産配分比率は、ファ

ンド全体の下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

残存期間が10年程度までの国内のＳＤＧｓ債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅広く分散さ

せる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、発行体およびセクターの分散、残存期間等を勘案しながら円建のＳＤＧｓ債

および国債を組入れました。ラダー型ポートフォリオの構築を目指すことで金利変動に対するリスク分散を

図り、安定した収益の確保および信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債について

は、ＩＣＭＡ（国際資本市場協会）による原則や各種ガイドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に

向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が

発行する債券（財投機関債等）の中から、発行体の信用力や流動性、銘柄分散などの観点でバランスを勘案し

つつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までの米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債

券の残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年

から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、米国債

にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイドラ

インなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体が

ＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンド

の残高状況とのバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占め

ています。投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までのユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債

券の残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年

から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、欧州国

債にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイド

ラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体

がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファン

ドの残高状況とのバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占

めています。投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポー

トフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 
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ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

2022年11月１日～ 
2023年７月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 694  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 



品 名：02_90150_120028_120029_120030_001_05_ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型）（安定成長型）（成長型）_974707.docx 

日 時：2023/8/29/ 13:48:38 

ページ：26 

 

 

 

－ 26 － 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○今後の運用方針 

引き続き、信託財産の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した成長を目指して運用を行います。各

マザーファンド受益証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（無担保

コールＯ／Ｎ物レート（確報））＋４％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求

および当ファンド全体の下方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投

資環境に応じて運用期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2024年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

引き続き、残存期間が10年程度までの国内のＳＤＧｓ債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅

広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら国内の円建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、ラ

ダー型ポートフォリオの構築を進めることで金利変動に対するリスク分散を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則や各種

ガイドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事

業全体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（財投機関債等）の中から、市場環境と当

ファンドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までの米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、

投資する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、米国債

にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイド

ラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体

がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファン

ドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、為

替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までのユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、

投資する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、欧州国

債にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイ

ドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全

体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファ
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

ンドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、

為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に採用されている

国内の株式に投資し、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きに連動する

投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用

されている日本を除く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為

替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 79  0.790  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (38)  (0.379)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (38)  (0.379)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.032)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.007   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.004)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.010   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.007)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.002)   

（d） そ の 他 費 用 5   0.053   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 5)  (0.048)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 86   0.860    

期中の平均基準価額は、10,035円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.17％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○売買及び取引の状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内リートマザーファンド 57,140 81,283 14,331 19,832 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 50,406 80,381 1,601 2,718 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 91,169 127,543 32,784 45,752 
ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 186,284 253,093 64,518 85,479 
ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 319,582 512,012 79,927 137,254 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 22,440 26,255 － － 
ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 244,479 217,976 13,941 12,560 
ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 179,237 157,951 22,478 19,834 
ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 259,887 259,233 20,337 20,216 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

ＲＭ国内株式ＥＳＧ
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 8,320,177千円 426,959千円 2,151,471千円 2,917,039千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 20,680,677千円 394,702千円 2,618,496千円 5,175,842千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.40   1.08   0.82   0.56   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

 

＜ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 3 3 15 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

設定時残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2023年７月20日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

ＲＭ国内リートマザーファンド 42,809 62,253 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 48,805 84,466 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 58,384 88,627 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 121,766 181,870 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 239,654 445,302 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 22,440 29,067 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 230,537 202,780 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 156,758 136,756 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 239,549 239,860 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○投資信託財産の構成 (2023年７月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内リートマザーファンド 62,253 4.2 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 84,466 5.7 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 88,627 6.0 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 181,870 12.3 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 445,302 30.1 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 29,067 2.0 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 202,780 13.7 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 136,756 9.3 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 239,860 16.2 

コール・ローン等、その他 7,283 0.5 

投資信託財産総額 1,478,264 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（26,995,273千円）の投資信託財産総額（27,029,152千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（59,811,973千円）の投資信託財産総額（59,867,533千円）

に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（6,686,391千円）の投資信託財産総額（6,719,223千円）

に対する比率は99.5％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,351,966千円）の投資信託財産総額（10,386,461千円）に

対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（2,312,123千円）の投資信託財

産総額（2,342,600千円）に対する比率は98.7％です。 

（注） ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（1,691,975千円）の投資信託財

産総額（1,724,960千円）に対する比率は98.1％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=139.70円、1カナダドル=106.22

円、1メキシコペソ=8.3605円、1ブラジルレアル=29.1308円、1チリペソ=0.172862円、1コロンビアペソ=0.035093円、1ユーロ=156.73円、

1英ポンド=180.87円、1スイスフラン=162.92円、1スウェーデンクローナ=13.63円、1ノルウェークローネ=13.94円、1デンマーククロー

ネ=21.03円、1トルコリラ=5.1992円、1チェココルナ=6.5532円、1ハンガリーフォリント=0.414489円、1ポーランドズロチ=35.2021円、1

オーストラリアドル=94.81円、1ニュージーランドドル=87.58円、1香港ドル=17.89円、1シンガポールドル=105.51円、1マレーシアリン

ギット=30.6417円、1タイバーツ=4.12円、1フィリピンペソ=2.5619円、1インドネシアルピア=0.0094円、1韓国ウォン=0.1105円、1新台

湾ドル=4.4914円、1オフショア人民元=19.3456円、1インドルピー=1.71円、1イスラエルシュケル=38.9425円、1クウェートディナール

=456.54円、1サウジアラビアリアル=37.35円、1カタールリアル=38.39円、1南アフリカランド=7.82円、1アラブディルハム=37.99円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年７月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,478,264,948   

 コール・ローン等 7,279,827   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 62,253,254   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 84,466,863   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 88,627,387   

 ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 181,870,033   

 ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 445,302,477   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 29,067,371   

 ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 202,780,477   

 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 136,756,420   

 ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド(評価額) 239,860,839   

(B) 負債 3,010,123   

 未払信託報酬 2,991,895   

 未払利息 19   

 その他未払費用 18,209   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,475,254,825   

 元本 1,379,458,332   

 次期繰越損益金 95,796,493   

(D) 受益権総口数 1,379,458,332口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,694円 
 

（注） 当ファンドの設定時元本額は6,385,632円、期中追加設定元

本額は1,399,914,876円、期中一部解約元本額は26,842,176

円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.0694円です。 
 

○損益の状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      3,068   

 支払利息 △      3,068   

(B) 有価証券売買損益 97,357,293   

 売買益 104,214,673   

 売買損 △  6,857,380   

(C) 信託報酬等 △  5,922,391   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 91,431,834   

(E) 追加信託差損益金 4,364,659   

 (配当等相当額) (△      5,638)  

 (売買損益相当額) (    4,370,297)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 95,796,493   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 95,796,493   

 追加信託差損益金 4,364,659   

 (配当等相当額) (    1,637,266)  

 (売買損益相当額) (    2,727,393)  

 分配準備積立金 91,431,834   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（10,987,369円）、

費用控除後の有価証券等損益額（80,444,465円）、および信託約

款に規定する収益調整金（4,364,659円）より分配対象収益は

95,796,493円（１万口当たり694円）ですが、当期に分配した金

額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 
愛称：Ｒ２４６ ＥＳＧ（成長型） 

 

 
第１期（決算日 2023年７月20日） 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2022年11月１日から無期限です。 

運 用 方 針 ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 
主として、以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式なら
びに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な成長性を重視
した運用を行います。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にESG/SDGsを重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド ・国内のＳＤＧｓ債および国債 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・ユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・国内の金融商品取引所上場株式のうち、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に
採用されている株式 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・金融商品取引所上場または店頭登録されている日本を除く先進国の株式のうち、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ 
ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている株式 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信託証券 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2022年11月１日 10,000 － － － － － － 5 

１期(2023年７月20日) 11,179 0 11.8 75.5 3.6 8.8 11.5 1,874 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年11月１日 10,000 － － － － － 

11月末 9,923 △ 0.8 71.0 6.4 9.9 12.2 

12月末 9,414 △ 5.9 69.2 8.2 9.8 12.1 

2023年１月末 9,736 △ 2.6 73.2 4.1 9.6 12.3 

２月末 9,937 △ 0.6 72.6 5.6 10.0 12.1 

３月末 9,881 △ 1.2 76.8 2.5 8.4 11.6 

４月末 10,079 0.8 76.3 2.7 9.0 11.6 

５月末 10,493 4.9 77.2 1.9 8.7 11.6 

６月末 11,162 11.6 76.6 2.8 8.6 11.6 

(期  末)       

2023年７月20日 11,179 11.8 75.5 3.6 8.8 11.5 
 

（注） 騰落率は設定日比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 

○運用経過 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主に国内経済の正常化進展への期待や円安進行、主要国中央銀行（日本除く）の利上げが最終局面入りする

ことが意識され、内外株式を中心に上昇したことが基準価額の主な上昇要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 

投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内の長期金利は、設定時と比較して上昇（債券価格は下落）しました。設定当初は、日銀による金融緩和

策継続を受けて10年国債利回りは0.25％近辺で横ばいの推移となりました。2022年12月には、日銀が長期金利

の変動許容幅を0.5％へ拡大し、10年国債利回りは0.5％近辺まで上昇しました。2023年３月には、米国の一部

の中堅銀行破綻などを契機に国内の長期金利が大きく変動する場面もみられましたが、植田日銀総裁の就任

後も日銀が金融緩和を粘り強く継続する姿勢を改めて示したことなどから、10年国債利回りは0.5％を下回っ

て推移しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、設定時と比較して上昇（債券価格は下落）しました。主要国中央銀行（日本除く）が

インフレ抑制姿勢を強め、急速なペースで利上げを進めたことから金利水準は上昇しました。2023年３月以

降、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに、米欧を中心に金融システム不安が強まり、先進国の長期

金利が低下する場面もみられましたが、その後は主要国中央銀行（日本除く）による利上げ終了時期を巡る不

透明感から、金利は上下する展開となりました。 

 

国内株式市況 

国内の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。期前半は、中国でのゼロコロナ政策の大規模な緩和や、

国内経済の正常化進展への期待、円安進行などが支援材料となり緩やかに上昇しました。2023年３月には、米

欧を中心とする金融システム不安に対する警戒感から相場が不安定化する場面もみられました。期後半は、企

業の資本効率改善への期待感や日銀による緩和的な金融政策を下支えに国内株式市場は上昇しました。東証

株価指数（ＴＯＰＩＸ）や日経平均株価（日経２２５）は1990年以来の高値まで上昇する場面もみられました。 

  

投資環境 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による大幅

利上げや物価高によるコスト増加懸念などから、企業業績の先行き不透明感が強まり、株式市場は不安定化す

る場面もみられました。2023年３月には、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに米欧を中心に金融シ

ステム不安が強まり、株式市場は下落する場面がみられました。その後、金融システム不安が小康状態入りし、

主要国中央銀行（日本除く）による利上げ最終局面入りが意識されたことなどから買い安心感が広がり、先進

国の株式市場は上昇しました。 

 

新興国債券市況 

新興国の金利は、設定時と比較して低下（債券価格は上昇）しました。東南アジアや中南米諸国などを中心

にインフレ率の上昇鈍化を受けて、利上げ打ち止めの動きがみられたことなどから、新興国地域の金利は徐々

に水準を切り下げました。中国では、不動産市場の悪化懸念が依然として残るなか、景気下支えなどを目的と

して緩和的な金融政策が維持されました。一方、南アフリカでは、インフレ率の高止まりへの警戒感から中央

銀行の利上げ姿勢は維持されました。 

 

新興国株式市況 

新興国の株式市場は、設定時と比較して上昇しました。中国では、期前半はゼロコロナ政策の緩和を支援材

料に上昇しましたが、期後半は若年層の失業率が過去最高となるなど、中国景気の停滞感を背景に上値の重い

展開となりました。台湾や韓国では、半導体関連銘柄の占める割合が多いことから、期末にかけてＡＩ（人工

知能）をテーマに大幅上昇した一方、サウジアラビアなど産油国は原油市場が軟調な動きとなったことを受け

て、下落しました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、設定時と比較して下落しました。設定当初は、日銀による金融緩和策継続や経済正常

化への進展が国内のリート市場を下支えしました。2022年12月には、日銀が長期金利の変動許容幅を0.25％か

ら0.5％へ拡大したことで、国内の資金調達環境の引き締めが意識され、国内のリート市場は急落しました。

その後、米欧を中心とする金融システム不安や日銀による金融緩和策の修正など先行き不透明感が強く残り、

国内のリート市場は上値の重い展開となりました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、設定時と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による金

融引き締めによる資金調達環境の悪化が意識されたものの、利上げペースの減速への期待などが手掛かりと

なり上昇する場面もみられました。2023年３月には、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに、米欧を

中心に金融システム不安が強まり、先進国のリート市場は下落する場面がみられました。期末にかけて、金融

システム不安が小康状態入りしたことなどを受けて、先進国のリート市場は上昇しました。 

 

為替市況 

設定当初と比較して、円は米ドルに対して円高となり、ユーロに対しては円安となりました。 

米ドルに対して、急速な円安進行に対する為替介入などを受け、円安米ドル高が反転する流れで始まりまし

た。その後は、内外金利差縮小に連れて、一時１米ドル＝127円台まで円高が進行する場面もみられましたが、

日銀が緩和的な金融政策を維持したことなどから１米ドル＝140円台まで円安米ドル高が進みました。 

ユーロに対して、ＥＣＢ（欧州中央銀行）は継続して利上げを進めるなか、一時１ユーロ＝158円台まで円
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安ユーロ高が進行しました。 

新興国通貨は、ブラジルやメキシコなどの中南米諸国では金融政策の引き締めが維持されたことから円・米

ドルの双方に対して通貨高が進行しました。一方、トルコでは、金融政策の先行きに強い不透明感が残ること

から、円・米ドルの双方に対して通貨安が大幅に進行しました。 

 

 

各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内

および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な成長性を重視し

た運用を行いました。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にＥＳＧ／ＳＤＧｓを重視した運

用を行いました。 

当期末における、特にＥＳＧ／ＳＤＧｓを重視した運用を行うマザーファンド受益証券への投資比率は

80.0％です。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2023年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。 

 

市場環境への対応において、設定当初の資産配分は国内債券、国内株式および先進国リートの魅力度を引上

げ、先進国債券（為替ヘッジあり）、先進国株式および国内リートの魅力度を引下げとしていました。期中に

おいて、金融市場の方向性や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変更を実施しました。

期末時点の資産配分は国内債券、国内株式および国内リートの魅力度を引上げ、先進国債券（為替ヘッジあ

り）、先進国株式および先進国リートの魅力度を引下げています。魅力度を変更した後の資産配分比率は、ファ

ンド全体の下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

残存期間が10年程度までの国内のＳＤＧｓ債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅広く分散さ

せる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、発行体およびセクターの分散、残存期間等を勘案しながら円建のＳＤＧｓ債

および国債を組入れました。ラダー型ポートフォリオの構築を目指すことで金利変動に対するリスク分散を

図り、安定した収益の確保および信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債について

は、ＩＣＭＡ（国際資本市場協会）による原則や各種ガイドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に

向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が

発行する債券（財投機関債等）の中から、発行体の信用力や流動性、銘柄分散などの観点でバランスを勘案し

つつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までの米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債

券の残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年

から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、米国債

にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイドラ

インなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体が

ＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンド

の残高状況とのバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占め

ています。投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までのユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債

券の残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年

から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、欧州国

債にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイド

ラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体

がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファン

ドの残高状況とのバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占

めています。投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポー

トフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

  



品 名：03_90150_120028_120029_120030_001_05_ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型）（安定成長型）（成長型）_974707.docx 

日 時：2023/8/29 13:50:00 

ページ：41 

 

－ 41 － 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

2022年11月１日～ 
2023年７月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,179  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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○今後の運用方針 

引き続き、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。各マザーファンド受益証券への投資比率

は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（無担保コールＯ／Ｎ物レート（確報））＋６％

（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全体の下方リスク水準

の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2024年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 
ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

引き続き、残存期間が10年程度までの国内のＳＤＧｓ債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅

広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら国内の円建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、ラ

ダー型ポートフォリオの構築を進めることで金利変動に対するリスク分散を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則や各種

ガイドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事

業全体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（財投機関債等）の中から、市場環境と当

ファンドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までの米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、

投資する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、米国債

にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイド

ラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体

がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファン

ドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、為

替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までのユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、

投資する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、欧州国

債にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイ

ドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全

体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファ 
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ンドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、

為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に採用されている

国内の株式に投資し、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きに連動する

投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用

されている日本を除く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為

替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 88  0.869  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (42)  (0.418)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (42)  (0.418)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.032)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.012   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.003)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 1)  (0.008)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.016   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.014)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.002)   

（d） そ の 他 費 用 8   0.080   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 7)  (0.074)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 99   0.977    

期中の平均基準価額は、10,078円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.31％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内リートマザーファンド 66,353 94,545 20,345 28,151 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 104,070 166,797 1,305 2,237 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 98,529 138,384 40,352 56,124 
ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 248,041 338,119 84,521 112,734 
ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 689,507 1,113,843 104,230 178,587 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 28,604 33,627 168 220 
ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 48,340 43,358 25,304 22,774 
ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 37,118 32,929 21,668 19,152 
ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 169,961 169,558 36,156 35,968 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

ＲＭ国内株式ＥＳＧ
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 8,320,177千円 426,959千円 2,151,471千円 2,917,039千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 20,680,677千円 394,702千円 2,618,496千円 5,175,842千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.40   1.08   0.82   0.56   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 3 3 15 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

設定時残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2023年７月20日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

ＲＭ国内リートマザーファンド 46,007 66,903 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 102,765 177,856 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 58,176 88,311 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 163,519 244,232 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 585,277 1,087,503 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 28,436 36,833 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 23,036 20,262 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 15,450 13,479 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 133,804 133,978 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2023年７月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内リートマザーファンド 66,903 3.6 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 177,856 9.5 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 88,311 4.7 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 244,232 13.0 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 1,087,503 57.9 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 36,833 2.0 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 20,262 1.1 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 13,479 0.7 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 133,978 7.1 

コール・ローン等、その他 9,929 0.4 

投資信託財産総額 1,879,286 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（26,995,273千円）の投資信託財産総額（27,029,152千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（59,811,973千円）の投資信託財産総額（59,867,533千円）

に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（6,686,391千円）の投資信託財産総額（6,719,223千円）

に対する比率は99.5％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,351,966千円）の投資信託財産総額（10,386,461千円）に

対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（2,312,123千円）の投資信託財

産総額（2,342,600千円）に対する比率は98.7％です。 

（注） ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（1,691,975千円）の投資信託財

産総額（1,724,960千円）に対する比率は98.1％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=139.70円、1カナダドル=106.22

円、1メキシコペソ=8.3605円、1ブラジルレアル=29.1308円、1チリペソ=0.172862円、1コロンビアペソ=0.035093円、1ユーロ=156.73円、

1英ポンド=180.87円、1スイスフラン=162.92円、1スウェーデンクローナ=13.63円、1ノルウェークローネ=13.94円、1デンマーククロー

ネ=21.03円、1トルコリラ=5.1992円、1チェココルナ=6.5532円、1ハンガリーフォリント=0.414489円、1ポーランドズロチ=35.2021円、1

オーストラリアドル=94.81円、1ニュージーランドドル=87.58円、1香港ドル=17.89円、1シンガポールドル=105.51円、1マレーシアリン

ギット=30.6417円、1タイバーツ=4.12円、1フィリピンペソ=2.5619円、1インドネシアルピア=0.0094円、1韓国ウォン=0.1105円、1新台

湾ドル=4.4914円、1オフショア人民元=19.3456円、1インドルピー=1.71円、1イスラエルシュケル=38.9425円、1クウェートディナール

=456.54円、1サウジアラビアリアル=37.35円、1カタールリアル=38.39円、1南アフリカランド=7.82円、1アラブディルハム=37.99円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年７月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,879,286,328   

 コール・ローン等 9,924,194   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 66,903,997   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 177,856,474   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 88,311,567   

 ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 244,232,813   

 ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 1,087,503,894   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 36,833,360   

 ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 20,262,728   

 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 13,479,055   

 ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド(評価額) 133,978,246   

(B) 負債 4,484,571   

 未払解約金 425,606   

 未払信託報酬 4,036,595   

 未払利息 26   

 その他未払費用 22,344   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,874,801,757   

 元本 1,677,022,274   

 次期繰越損益金 197,779,483   

(D) 受益権総口数 1,677,022,274口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,179円 
 

（注） 当ファンドの設定時元本額は5,303,428円、期中追加設定元本

額は1,791,239,251円、期中一部解約元本額は119,520,405円

です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.1179円です。 
 

○損益の状況 (2022年11月１日～2023年７月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      4,439   

 支払利息 △      4,439   

(B) 有価証券売買損益 183,925,604   

 売買益 196,846,240   

 売買損 △ 12,920,636   

(C) 信託報酬等 △  8,444,641   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 175,476,524   

(E) 追加信託差損益金 22,302,959   

 (配当等相当額) (△      6,849)  

 (売買損益相当額) (   22,309,808)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 197,779,483   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 197,779,483   

 追加信託差損益金 22,302,959   

 (配当等相当額) (    2,535,975)  

 (売買損益相当額) (   19,766,984)  

 分配準備積立金 175,476,524   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（16,676,164円）、

費用控除後の有価証券等損益額（158,800,360円）、および信託

約款に規定する収益調整金（22,302,959円）より分配対象収益

は197,779,483円（１万口当たり1,179円）ですが、当期に分配

した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 
○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 



－ 51 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   51添付ファンド_9pt_974707.indd   51 2023/08/28   13:48:062023/08/28   13:48:06



－ 52 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   52添付ファンド_9pt_974707.indd   52 2023/08/28   13:48:082023/08/28   13:48:08



－ 53 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   53添付ファンド_9pt_974707.indd   53 2023/08/28   13:48:082023/08/28   13:48:08



－ 54 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   54添付ファンド_9pt_974707.indd   54 2023/08/28   13:48:082023/08/28   13:48:08



－ 55 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   55添付ファンド_9pt_974707.indd   55 2023/08/28   13:48:082023/08/28   13:48:08



－ 56 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   56添付ファンド_9pt_974707.indd   56 2023/08/28   13:48:092023/08/28   13:48:09



－ 57 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   57添付ファンド_9pt_974707.indd   57 2023/08/28   13:48:092023/08/28   13:48:09



－ 58 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   58添付ファンド_9pt_974707.indd   58 2023/08/28   13:48:092023/08/28   13:48:09



－ 59 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   59添付ファンド_9pt_974707.indd   59 2023/08/28   13:48:102023/08/28   13:48:10



－ 60 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   60添付ファンド_9pt_974707.indd   60 2023/08/28   13:48:102023/08/28   13:48:10



－ 61 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   61添付ファンド_9pt_974707.indd   61 2023/08/28   13:48:102023/08/28   13:48:10



－ 62 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   62添付ファンド_9pt_974707.indd   62 2023/08/28   13:48:102023/08/28   13:48:10



－ 63 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   63添付ファンド_9pt_974707.indd   63 2023/08/28   13:48:102023/08/28   13:48:10



－ 64 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   64添付ファンド_9pt_974707.indd   64 2023/08/28   13:48:112023/08/28   13:48:11



－ 65 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   65添付ファンド_9pt_974707.indd   65 2023/08/28   13:48:112023/08/28   13:48:11



－ 66 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   66添付ファンド_9pt_974707.indd   66 2023/08/28   13:48:112023/08/28   13:48:11



－ 67 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   67添付ファンド_9pt_974707.indd   67 2023/08/28   13:48:122023/08/28   13:48:12



－ 68 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   68添付ファンド_9pt_974707.indd   68 2023/08/28   13:48:122023/08/28   13:48:12



－ 69 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   69添付ファンド_9pt_974707.indd   69 2023/08/28   13:48:122023/08/28   13:48:12



－ 70 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   70添付ファンド_9pt_974707.indd   70 2023/08/28   13:48:122023/08/28   13:48:12



－ 71 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   71添付ファンド_9pt_974707.indd   71 2023/08/28   13:48:122023/08/28   13:48:12



－ 72 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   72添付ファンド_9pt_974707.indd   72 2023/08/28   13:48:132023/08/28   13:48:13



－ 73 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   73添付ファンド_9pt_974707.indd   73 2023/08/28   13:48:132023/08/28   13:48:13



－ 74 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   74添付ファンド_9pt_974707.indd   74 2023/08/28   13:48:132023/08/28   13:48:13



－ 75 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   75添付ファンド_9pt_974707.indd   75 2023/08/28   13:48:132023/08/28   13:48:13



－ 76 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   76添付ファンド_9pt_974707.indd   76 2023/08/28   13:48:142023/08/28   13:48:14



－ 77 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   77添付ファンド_9pt_974707.indd   77 2023/08/28   13:48:142023/08/28   13:48:14



－ 78 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   78添付ファンド_9pt_974707.indd   78 2023/08/28   13:48:142023/08/28   13:48:14



－ 79 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   79添付ファンド_9pt_974707.indd   79 2023/08/28   13:48:142023/08/28   13:48:14



－ 80 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   80添付ファンド_9pt_974707.indd   80 2023/08/28   13:48:142023/08/28   13:48:14



－ 81 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   81添付ファンド_9pt_974707.indd   81 2023/08/28   13:48:152023/08/28   13:48:15



－ 82 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   82添付ファンド_9pt_974707.indd   82 2023/08/28   13:48:152023/08/28   13:48:15



－ 83 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   83添付ファンド_9pt_974707.indd   83 2023/08/28   13:48:152023/08/28   13:48:15



－ 84 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   84添付ファンド_9pt_974707.indd   84 2023/08/28   13:48:152023/08/28   13:48:15



－ 85 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   85添付ファンド_9pt_974707.indd   85 2023/08/28   13:48:152023/08/28   13:48:15



－ 86 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   86添付ファンド_9pt_974707.indd   86 2023/08/28   13:48:162023/08/28   13:48:16



－ 87 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   87添付ファンド_9pt_974707.indd   87 2023/08/28   13:48:162023/08/28   13:48:16



－ 88 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   88添付ファンド_9pt_974707.indd   88 2023/08/28   13:48:162023/08/28   13:48:16



－ 89 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   89添付ファンド_9pt_974707.indd   89 2023/08/28   13:48:172023/08/28   13:48:17



－ 90 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   90添付ファンド_9pt_974707.indd   90 2023/08/28   13:48:172023/08/28   13:48:17



－ 91 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   91添付ファンド_9pt_974707.indd   91 2023/08/28   13:48:172023/08/28   13:48:17



－ 92 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   92添付ファンド_9pt_974707.indd   92 2023/08/28   13:48:172023/08/28   13:48:17



－ 93 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   93添付ファンド_9pt_974707.indd   93 2023/08/28   13:48:172023/08/28   13:48:17



－ 94 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   94添付ファンド_9pt_974707.indd   94 2023/08/28   13:48:182023/08/28   13:48:18



－ 95 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   95添付ファンド_9pt_974707.indd   95 2023/08/28   13:48:182023/08/28   13:48:18



－ 96 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   96添付ファンド_9pt_974707.indd   96 2023/08/28   13:48:182023/08/28   13:48:18



－ 97 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   97添付ファンド_9pt_974707.indd   97 2023/08/28   13:48:182023/08/28   13:48:18



－ 98 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   98添付ファンド_9pt_974707.indd   98 2023/08/28   13:48:182023/08/28   13:48:18



－ 99 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   99添付ファンド_9pt_974707.indd   99 2023/08/28   13:48:182023/08/28   13:48:18



－ 100 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   100添付ファンド_9pt_974707.indd   100 2023/08/28   13:48:192023/08/28   13:48:19



－ 101 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   101添付ファンド_9pt_974707.indd   101 2023/08/28   13:48:192023/08/28   13:48:19



－ 102 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   102添付ファンド_9pt_974707.indd   102 2023/08/28   13:48:192023/08/28   13:48:19



－ 103 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   103添付ファンド_9pt_974707.indd   103 2023/08/28   13:48:192023/08/28   13:48:19



－ 104 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   104添付ファンド_9pt_974707.indd   104 2023/08/28   13:48:192023/08/28   13:48:19



－ 105 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   105添付ファンド_9pt_974707.indd   105 2023/08/28   13:48:202023/08/28   13:48:20



－ 106 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   106添付ファンド_9pt_974707.indd   106 2023/08/28   13:48:202023/08/28   13:48:20



－ 107 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   107添付ファンド_9pt_974707.indd   107 2023/08/28   13:48:202023/08/28   13:48:20



－ 108 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   108添付ファンド_9pt_974707.indd   108 2023/08/28   13:48:202023/08/28   13:48:20



－ 109 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   109添付ファンド_9pt_974707.indd   109 2023/08/28   13:48:212023/08/28   13:48:21



－ 110 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   110添付ファンド_9pt_974707.indd   110 2023/08/28   13:48:212023/08/28   13:48:21



－ 111 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   111添付ファンド_9pt_974707.indd   111 2023/08/28   13:48:212023/08/28   13:48:21



－ 112 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   112添付ファンド_9pt_974707.indd   112 2023/08/28   13:48:212023/08/28   13:48:21



－ 113 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   113添付ファンド_9pt_974707.indd   113 2023/08/28   13:48:212023/08/28   13:48:21



－ 114 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   114添付ファンド_9pt_974707.indd   114 2023/08/28   13:48:222023/08/28   13:48:22



－ 115 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   115添付ファンド_9pt_974707.indd   115 2023/08/28   13:48:222023/08/28   13:48:22



－ 116 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   116添付ファンド_9pt_974707.indd   116 2023/08/28   13:48:222023/08/28   13:48:22



－ 117 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   117添付ファンド_9pt_974707.indd   117 2023/08/28   13:48:222023/08/28   13:48:22



－ 118 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   118添付ファンド_9pt_974707.indd   118 2023/08/28   13:48:222023/08/28   13:48:22



－ 119 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   119添付ファンド_9pt_974707.indd   119 2023/08/28   13:48:232023/08/28   13:48:23



－ 120 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   120添付ファンド_9pt_974707.indd   120 2023/08/28   13:48:232023/08/28   13:48:23



－ 121 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   121添付ファンド_9pt_974707.indd   121 2023/08/28   13:48:232023/08/28   13:48:23



－ 122 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   122添付ファンド_9pt_974707.indd   122 2023/08/28   13:48:232023/08/28   13:48:23



－ 123 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   123添付ファンド_9pt_974707.indd   123 2023/08/28   13:48:232023/08/28   13:48:23



－ 124 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   124添付ファンド_9pt_974707.indd   124 2023/08/28   13:48:242023/08/28   13:48:24



－ 125 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   125添付ファンド_9pt_974707.indd   125 2023/08/28   13:48:242023/08/28   13:48:24



－ 126 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   126添付ファンド_9pt_974707.indd   126 2023/08/28   13:48:242023/08/28   13:48:24



－ 127 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   127添付ファンド_9pt_974707.indd   127 2023/08/28   13:48:252023/08/28   13:48:25



－ 128 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   128添付ファンド_9pt_974707.indd   128 2023/08/28   13:48:252023/08/28   13:48:25



－ 129 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   129添付ファンド_9pt_974707.indd   129 2023/08/28   13:48:252023/08/28   13:48:25



－ 130 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   130添付ファンド_9pt_974707.indd   130 2023/08/28   13:48:252023/08/28   13:48:25



－ 131 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   131添付ファンド_9pt_974707.indd   131 2023/08/28   13:48:252023/08/28   13:48:25



－ 132 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   132添付ファンド_9pt_974707.indd   132 2023/08/28   13:48:252023/08/28   13:48:25



－ 133 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   133添付ファンド_9pt_974707.indd   133 2023/08/28   13:48:262023/08/28   13:48:26



－ 134 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   134添付ファンド_9pt_974707.indd   134 2023/08/28   13:48:262023/08/28   13:48:26



－ 135 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   135添付ファンド_9pt_974707.indd   135 2023/08/28   13:48:262023/08/28   13:48:26



－ 136 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   136添付ファンド_9pt_974707.indd   136 2023/08/28   13:48:262023/08/28   13:48:26



－ 137 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   137添付ファンド_9pt_974707.indd   137 2023/08/28   13:48:262023/08/28   13:48:26



－ 138 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   138添付ファンド_9pt_974707.indd   138 2023/08/28   13:48:272023/08/28   13:48:27



－ 139 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   139添付ファンド_9pt_974707.indd   139 2023/08/28   13:48:272023/08/28   13:48:27



－ 140 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   140添付ファンド_9pt_974707.indd   140 2023/08/28   13:48:272023/08/28   13:48:27



－ 141 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   141添付ファンド_9pt_974707.indd   141 2023/08/28   13:48:272023/08/28   13:48:27



－ 142 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   142添付ファンド_9pt_974707.indd   142 2023/08/28   13:48:272023/08/28   13:48:27



－ 143 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   143添付ファンド_9pt_974707.indd   143 2023/08/28   13:48:282023/08/28   13:48:28



－ 144 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   144添付ファンド_9pt_974707.indd   144 2023/08/28   13:48:282023/08/28   13:48:28



－ 145 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   145添付ファンド_9pt_974707.indd   145 2023/08/28   13:48:282023/08/28   13:48:28



－ 146 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   146添付ファンド_9pt_974707.indd   146 2023/08/28   13:48:282023/08/28   13:48:28



－ 147 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   147添付ファンド_9pt_974707.indd   147 2023/08/28   13:48:282023/08/28   13:48:28



－ 148 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   148添付ファンド_9pt_974707.indd   148 2023/08/28   13:48:292023/08/28   13:48:29



－ 149 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   149添付ファンド_9pt_974707.indd   149 2023/08/28   13:48:292023/08/28   13:48:29



－ 150 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   150添付ファンド_9pt_974707.indd   150 2023/08/28   13:48:292023/08/28   13:48:29



－ 151 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   151添付ファンド_9pt_974707.indd   151 2023/08/28   13:48:292023/08/28   13:48:29



－ 152 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   152添付ファンド_9pt_974707.indd   152 2023/08/28   13:48:302023/08/28   13:48:30



－ 153 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   153添付ファンド_9pt_974707.indd   153 2023/08/28   13:48:302023/08/28   13:48:30



－ 154 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   154添付ファンド_9pt_974707.indd   154 2023/08/28   13:48:302023/08/28   13:48:30



－ 155 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   155添付ファンド_9pt_974707.indd   155 2023/08/28   13:48:302023/08/28   13:48:30



－ 156 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   156添付ファンド_9pt_974707.indd   156 2023/08/28   13:48:302023/08/28   13:48:30



－ 157 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   157添付ファンド_9pt_974707.indd   157 2023/08/28   13:48:312023/08/28   13:48:31



－ 158 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   158添付ファンド_9pt_974707.indd   158 2023/08/28   13:48:312023/08/28   13:48:31



－ 159 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   159添付ファンド_9pt_974707.indd   159 2023/08/28   13:48:312023/08/28   13:48:31



－ 160 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   160添付ファンド_9pt_974707.indd   160 2023/08/28   13:48:312023/08/28   13:48:31



－ 161 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   161添付ファンド_9pt_974707.indd   161 2023/08/28   13:48:322023/08/28   13:48:32



－ 162 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   162添付ファンド_9pt_974707.indd   162 2023/08/28   13:48:322023/08/28   13:48:32



－ 163 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   163添付ファンド_9pt_974707.indd   163 2023/08/28   13:48:322023/08/28   13:48:32



－ 164 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   164添付ファンド_9pt_974707.indd   164 2023/08/28   13:48:322023/08/28   13:48:32



－ 165 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   165添付ファンド_9pt_974707.indd   165 2023/08/28   13:48:322023/08/28   13:48:32



－ 166 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   166添付ファンド_9pt_974707.indd   166 2023/08/28   13:48:332023/08/28   13:48:33



－ 167 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   167添付ファンド_9pt_974707.indd   167 2023/08/28   13:48:332023/08/28   13:48:33



－ 168 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   168添付ファンド_9pt_974707.indd   168 2023/08/28   13:48:332023/08/28   13:48:33



－ 169 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   169添付ファンド_9pt_974707.indd   169 2023/08/28   13:48:332023/08/28   13:48:33



－ 170 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   170添付ファンド_9pt_974707.indd   170 2023/08/28   13:48:332023/08/28   13:48:33



－ 171 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   171添付ファンド_9pt_974707.indd   171 2023/08/28   13:48:342023/08/28   13:48:34



－ 172 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   172添付ファンド_9pt_974707.indd   172 2023/08/28   13:48:342023/08/28   13:48:34



－ 173 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   173添付ファンド_9pt_974707.indd   173 2023/08/28   13:48:342023/08/28   13:48:34



－ 174 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   174添付ファンド_9pt_974707.indd   174 2023/08/28   13:48:342023/08/28   13:48:34



－ 175 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   175添付ファンド_9pt_974707.indd   175 2023/08/28   13:48:352023/08/28   13:48:35



－ 176 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   176添付ファンド_9pt_974707.indd   176 2023/08/28   13:48:352023/08/28   13:48:35



－ 177 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   177添付ファンド_9pt_974707.indd   177 2023/08/28   13:48:352023/08/28   13:48:35



－ 178 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   178添付ファンド_9pt_974707.indd   178 2023/08/28   13:48:352023/08/28   13:48:35



－ 179 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   179添付ファンド_9pt_974707.indd   179 2023/08/28   13:48:352023/08/28   13:48:35



－ 180 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   180添付ファンド_9pt_974707.indd   180 2023/08/28   13:48:362023/08/28   13:48:36



－ 181 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   181添付ファンド_9pt_974707.indd   181 2023/08/28   13:48:362023/08/28   13:48:36



－ 182 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   182添付ファンド_9pt_974707.indd   182 2023/08/28   13:48:362023/08/28   13:48:36



－ 183 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   183添付ファンド_9pt_974707.indd   183 2023/08/28   13:48:362023/08/28   13:48:36



－ 184 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   184添付ファンド_9pt_974707.indd   184 2023/08/28   13:48:372023/08/28   13:48:37



－ 185 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   185添付ファンド_9pt_974707.indd   185 2023/08/28   13:48:372023/08/28   13:48:37



－ 186 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   186添付ファンド_9pt_974707.indd   186 2023/08/28   13:48:372023/08/28   13:48:37



－ 187 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   187添付ファンド_9pt_974707.indd   187 2023/08/28   13:48:372023/08/28   13:48:37



－ 188 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   188添付ファンド_9pt_974707.indd   188 2023/08/28   13:48:372023/08/28   13:48:37



－ 189 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   189添付ファンド_9pt_974707.indd   189 2023/08/28   13:48:382023/08/28   13:48:38



－ 190 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   190添付ファンド_9pt_974707.indd   190 2023/08/28   13:48:382023/08/28   13:48:38



－ 191 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   191添付ファンド_9pt_974707.indd   191 2023/08/28   13:48:382023/08/28   13:48:38



－ 192 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   192添付ファンド_9pt_974707.indd   192 2023/08/28   13:48:382023/08/28   13:48:38



－ 193 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   193添付ファンド_9pt_974707.indd   193 2023/08/28   13:48:382023/08/28   13:48:38



－ 194 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   194添付ファンド_9pt_974707.indd   194 2023/08/28   13:48:392023/08/28   13:48:39



－ 195 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   195添付ファンド_9pt_974707.indd   195 2023/08/28   13:48:392023/08/28   13:48:39



－ 196 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   196添付ファンド_9pt_974707.indd   196 2023/08/28   13:48:392023/08/28   13:48:39



－ 197 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   197添付ファンド_9pt_974707.indd   197 2023/08/28   13:48:392023/08/28   13:48:39



－ 198 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   198添付ファンド_9pt_974707.indd   198 2023/08/28   13:48:392023/08/28   13:48:39



－ 199 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   199添付ファンド_9pt_974707.indd   199 2023/08/28   13:48:402023/08/28   13:48:40



－ 200 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   200添付ファンド_9pt_974707.indd   200 2023/08/28   13:48:402023/08/28   13:48:40



－ 201 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   201添付ファンド_9pt_974707.indd   201 2023/08/28   13:48:402023/08/28   13:48:40



－ 202 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   202添付ファンド_9pt_974707.indd   202 2023/08/28   13:48:402023/08/28   13:48:40



－ 203 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   203添付ファンド_9pt_974707.indd   203 2023/08/28   13:48:402023/08/28   13:48:40



－ 204 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   204添付ファンド_9pt_974707.indd   204 2023/08/28   13:48:402023/08/28   13:48:40



－ 205 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   205添付ファンド_9pt_974707.indd   205 2023/08/28   13:48:412023/08/28   13:48:41



－ 206 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   206添付ファンド_9pt_974707.indd   206 2023/08/28   13:48:412023/08/28   13:48:41



－ 207 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   207添付ファンド_9pt_974707.indd   207 2023/08/28   13:48:412023/08/28   13:48:41



－ 208 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   208添付ファンド_9pt_974707.indd   208 2023/08/28   13:48:412023/08/28   13:48:41



－ 209 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   209添付ファンド_9pt_974707.indd   209 2023/08/28   13:48:412023/08/28   13:48:41



－ 210 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   210添付ファンド_9pt_974707.indd   210 2023/08/28   13:48:422023/08/28   13:48:42



－ 211 －

添付ファンド_9pt_974707.indd   211添付ファンド_9pt_974707.indd   211 2023/08/28   13:48:422023/08/28   13:48:42


